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 1.緒 言  近年陶磁器用原料,就 中陶石の需要は急激に増大 し,從 來の主要陶石産地た

る九州の天草,近 畿の川石,奥 羽の大峠等の産出量では到底需要に慮 じ切れない.そ こでこの

窮状打開のため,商 五省,學 術研究會議 學術振興會,窯 業協會等が協力 して國内窯業原料の

開凌,再 調査に乗出し,傘 下 にある多敏の研究機關を動員 して既知陶石産地の再調イ芒鼓びに新

資源の獲 見,調 査,開 獲に努力 しつつあ}).絡 職以來毎年敷回の合同報告魯を開いて種 の々重

要 な研究業績を報 告しつつある.我 々も之等 と同調 して新原料の調査研究を進めて房 り,今 回

竹原陶石に關す る研究を一感整理したので之を報告する.

 借,こ の竹原陶石は岡山市東方約五里 に當る岡山縣上道郡角山村竹原 より産する白色の岩石

で,從 來は精白用の石粉 として大正時代に阪神方面へ出されて居た事があるが,共 後維螢困難

となつて放棄されて贋たものである.

 皿.地 質及び鑛床  東方は三石蝋石を産する三石山系の石英粗而岩地帯,西 方及北方は秩

父古'k暦 の粘板岩地帯,南 方は四國へかけて分布する花嵩岩地帯である.竹 原陶石鑛床は之等

三地帯))丁 度接燭地黙 と思 われる所に位置し,産 朕は塊状を呈 し,東 西約500米,llti北200米 ・

高 さ100米 の山塊で全山殆ど露出している.鑛 量1よ約1,100萬 噸 と推定 される・猫ほ,現 在の

採掘は露天掘を行つて居 り,搬 出設備が不備のため,1産100噸 程度であるが,將 來は月産500

噸を日標 に準備を進 めつっある.

 H.竹 原陶石の性質  化學分析の結果 よりも明か尉 策に,從 來の陶石に較べてアルカリ及

び石次が相當多い.こ の爲,焼 結温変が比較的低 く,i.K,8で 完全に磁硝化する.從 つて,

この陶石は所謂,軟 質磁器や牛磁器等の低火度焼域の陶磁器 に用い ζ,れ,現下の燃料蔀情に於

ては非常に有利である.共 他 鐡分の少いために焼いて1'tさが増す利鮎 もある.比 璽は2.554

で陶石 としては略 々標準の値を示す.猫,陶 石の化學組成が山の各郡分共攣化が少い事 も採掘

」有 利である.亦,比 較的脆 く,粉 伸が容易である.唯,'可 塑性が比較的小なるliJ!黙がある.

次 に,鏡 槍に於ては,一 而に分布する粒度約0.01粍 程度の石英の石基 と,そ の問隙を埋めて散

在 する緻維歌の複屈折率の高い絹雲母の結品一一 長 さ0.04粍,幅0.OI粍 程度一 及びゴ…として

               化    學」  .糸且   成  (0//0)

         ll・…1 AI・・IF・ …C・ ・lM・ ・i…1・ …II朔 計
                                  
 竹 原 陶 石(強) 72.88 16.00.0.33 159 0・43 2.18 4・7412.02 100.17

 〃         (中)    73.15   15.45    0.32    2.00    0.48    Ll9    5.77    1.94,   10().3〔)

 〃         (弱)  E 69.32   16.57    0.33    2.28    0.48    2.64    5.62    2.55    99.79
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絹 雲 母 α)附近 に黙 在 す る屈 折率 のノト常 に低 い微 品 質 の 楽團 力;親察 され る・

 皿.竹 原 陶 石 の 成 因  以 上 の結 果,即 ち鍍 卑 の環 境,化 學 飢 成,虹 に鑛 物 組威 等 か らノ岡断

して,竹 原 陶 百は石 英 漁 酷 「}の熱ノk分解 に よ る初 期σ)繕成 岩 で あb,鑛 物 學 的 に は セ リ リ』イ

ト・ク オル ツ・ロ ツ クで あ る と言 う事 が 明 か となつ た.

 V.竹 原 陶 石 の 利用  1)昼 土試 験 i.K.8～10の 焼 成 範 圃 で磁 硝 化 す る控 土調 合 を示 す

と,

      fiyi'  bf(  Fka  Jf-i        30【》50%

      廣  酷き  虹風  Zi       30～40%

      虫長  口  )k占  一ヒ       20～ 手0%

この 中,竹 原 陶 石 の 多 い もの は焼 結 湿 度 低 く,之 の 少 い もの は焼 結 源 度 が 高 くな る.虹 目粘 土

の量 は成 型 方 法 に よつ て夫 々多 少が あ る。

 2) 和 藥 試 瞼 竹 原 陶 イ1の軟 化 温 度 が低 い事 に着 口 して,之 を長 石代 用 と して 勅 藥 に慮 用 し

て み た.試 験 條 件は 京 者区系 登窯 を使 用 し,種 々に雰 レ争1氣を縫 化 させ て メ.K.8～10で 焼 域 した も

の で あ る.

         舳 繋 試 塾_ 隆 嚇 騒孚麟紬 囲牛繍 國矯舳

  kケ/東陶石 つ飯 一ワ瀬 糸 泣1塁塑.る一石灰層一三石喰 昌丑」 竺璽遮 唖も脚,1
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 岡に示す如 く,竹 原陶石80～斗0%の範[・1・llこ於ては石友20～30%叉 は木友30～60%に 保つ と,

蝋石,珪 石,藁 荻何れも20%以 下の添加で安定な透明軸が得 ご,れる.之 を長石を用いた紬藥 と

比較すると,光 澤 及び透明度に於ては硝 々劣るが,紬 藥の粘度が長石紬に較べて,可 球 り廣い

浬度範副に渡つて縫化せす,從 つて安定な良紬が得られると骨 う利鮎がある,

 VI.総 括 1)竹 原陶石は石英糀面寿'}の熱水分解によりノ1こじた絹雲母 一 珪石岩である

2) 焼結温1度が低い爲,低 火変磁器の磁胎に適 し撚料を節約 し得 る利黙があろ.3) 長石代用

として紬藥に用い,廣 範阿に渡つて種 々の紬調の良紬を得た.

                  (54)


